






要約:新生児および幼若乳児の栄養法と重症感染症罹患について当科の入院患者での成績

を基に全国調査を行い、非感染症罹患児を対照において統計的に処理した結果、母乳栄養

児に有意に重症感染症罹患が少ないことが示された(平成 4 年,5 年度)。平成 6 年度は母

乳内物質の抗感染効果について文献的に整理し体系化の一助とした。またヒトの免疫機構

の中で重要な役割を担う単核球に対し母乳内物質がどのような影響を与えるか、その増殖

能を中心に invitroで実験した。母乳を乳清と細胞成分に分離し、乳清と母乳細胞を各々

別々にヒト成人末梢血、臍帯血、新生児血から分離した単核球とともに培養し 3H-thmidine

の取込みを指標に単核球の増殖能を測定した。単核球を母乳乳清とともに培養すると 3H-

thmidine の取込みが低下し、単核球の増殖能を抑制することが示された。逆に母乳細胞

は単核球の増殖を促進した。母乳の乳清と細胞成分ではヒト単核球増殖に対して相反する

現象がみられた.


